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　　1976年 7 月15日～ 8 月 1 日
















けられていると判断できたが、第 2 列石についてはその可能性がある 1 石のみで、列石をなさないこ
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第 1章　調査の経緯






















1 列石の抜取跡を検出し、突出部の両側に同じ構造の施設が設けられていたことを把握した。 3 班は
円丘部南東斜面を調査し、列石や円礫敷は失われていたが墳丘の築成状況や墳端位置を確認した。ま
た、この調査では墳頂平坦面の端に近い位置で副次的な埋葬施設（第 2 主体）の存在を確認した。な












　　1979年 2 月24日～ 5 月13日













































































































　第 6 次調査は先の第 5 次調査と同じ目的、枠組みで実施した。
　この調査で課題としたのは以下のとおりである。 1 つは、南西突出部前面で検出した列石の端部が
どのような形状をとるのかを確認することであり、あわせて丘陵を掘り切る大溝の追加調査も目的と
























　　1989年 8 月23日～ 9 月 5 日
　第 7 次調査は、倉敷市教育委員会の委託を受けて実施した。円丘部墳頂平坦面に所在する立石のう

























































墳丘・周辺部の測量    1982年 2 月24日～28日
　1973年に円丘部の測量がなされていたが、円丘部斜面下方の誤差を修正するとともに周辺地形につ
いて測量を実施した。






　重要文化財　旋帯文石　　1982年 6 月 5 日指定
















































































大規模な集落のほかに、楯築山西麓遺跡（ 7 ）（図 7 － 9 ）のような小規模な遺跡、丘陵上の日差山






















墳丘墓よりも早い時期を中心とする黒住山遺跡（19）では、土器棺片（図 7 －10・14 同一個体）の
ほか朱が著しく付着した高杯（図 7 － 12）が採集されている。























































































































































































































調査の過程　円丘部斜面の構造把握を目的として第 1 次調査で斜面立石 4 （R10）とその上方（Q10）、











取りが大規模で斜面施設の遺存状態がよくなく、第 3 次調査円丘部北西斜面では第 2 列石の痕跡は認




　ｂ　検出遺構（図12〜16、図版 4 〜 6 ）














　斜面立石 6 の両側には少なくとも3.3mにわたって第 1 列石が遺存し、本来の形状をよくとどめる。
西側にはほぼ横転しているが幅73㎝以上の石材（列石23）があり、東側には円礫敷から43㎝突出する
角柱状の石材（列石22）、それに続いて幅1.0mの薄い板状の石材（列石21）が遺存する。列石21の東
側には列石が脱落した痕が残る。斜面立石 4 と 6 の間の斜面下方には遊離した状態の石材、列石 5（図
84・85）があるが、この付近から脱落したとみられる。列石 5 は長さ90㎝、幅81㎝、厚さ21㎝である。




（図14 B断面）。垂直を想定した斜面立石 6 に接する墳頂側盛土上面の高さと、下側の円礫敷上端の高








　図12 A断面に示すように斜面立石 4 の墳頂側では盛土がほぼ垂直に下がる。これは、直立し盛土
で固定されていた斜面立石 4 が下方へ傾斜して生じたもので掘方ではない。こうした斜面立石や列石
の傾斜による隙間の発生と流土の入り込みは、斜面立石 6 や列石21でも認められる（図14 B断面 2 層・

























図14  B・C 断面に示すように、墳丘は





1.1m 外側で、第 1 列石に平行する（図
15）。検出延長はA・B 2 本のトレンチ内









れる。用いられた石材はこれが最も大きく、他は10〜25㎝程度の角礫を 2 〜 3 段積んで高さ20〜30㎝
の石垣としている。第 1 列石と同じく石を縦に用いることが多く、斜面立石 6 の下にあたる位置では
特に大きい石材を配しており、第 1 列石を縮小して埋め込んだかのようである。最下の石材は旧表土
上に置いた状態であるが、大きな石材は掘方を設けて設置している。




























下方斜面（図13・14・16、図版 5 ・ 6 ）　Aトレンチの下端から墳頂側へ8.0m、U10の北約 1 mまでの
間が第 5 次調査での拡張部分、それよりも墳頂側は第 1 次調査での発掘範囲である。第 1 次調査範囲
ではトレンチの中央、42.2〜40.7m付近で特殊器台片が散在した状態で出土した（図版 5 － 2 ）。円礫
も散見されたが、Bトレンチで見られるような濃密な状態ではない。Bトレンチでは下方を中心に円

























































　まとまって遺物が出土したのは下方斜面のAトレンチで、特殊壺口縁部 1 、器台口縁部と推定の 2 、





　長頸壺口縁部 3 ・同頸部 5 ・特殊器台片11は斜面立石 4 付近（R10）、長頸壺口縁部 9 がその南東
（Q10）からの出土である。長頸壺 4 ・特殊器台12・13が斜面立石 6 東側（S・T11）から、口縁部小
片10はAトレンチ近くの試掘での出土である。
　長頸壺と特殊器台の 2 器種が主体を占め、出土量では下方斜面のAトレンチが中心となる。なお、











長頸壺ほか　口縁部 3 ・ 4 ・ 9 ・10・14は、口縁端を上に拡張し、その外面に沈線を施した後にナデ
を加えて凹線に近いものとする点で共通するが、下端の拡張の程度など断面形はそれぞれに異なる。
受け部外面の調整も 3 がタテハケ、 4 ・ 9 がヘラミガキ、14ヨコナデである。頸部 5 の内面調整は破
片上半が指頭押圧、下部がヘラケズリである。胴部 6 は復元径30㎝を測る。外面調整は肩部がナデ、












































縦に分割する区画線は通常 1 本であるが、23、24下段では 2 本になるものがある。 2 つの透かし孔区
画の間には上下鋸歯文の区画を 2 ないし 1 つ配するが、鋸歯文がない無文区画となる場合もある。そ
して、それらの間には斜線文、複合斜線文（23左など）、複合弧線文（17左など）、斜格子文を配して
いる。これらのうち斜格子文は 1 区画だけ配する。一方、斜線文、複合斜線文、複合弧線文は、17の













数が配される。下段の文様帯構成は左から透かし孔区画、斜線文 2 、複合斜線文 2 、上下鋸歯文 2 、
斜線文 4 （推定）、透かし孔区画（上下鋸歯文）、斜格子文となる。上下鋸歯文の区画が 2 つ連接する
点がやや特異であるが、適当に区画を設けた後、順に文様を充填していったように見受けられる。















第 1列石掘方・抜取跡　中央トレンチの上端近くで、第 1 列石の掘方とみられる幅80㎝、深さ54㎝の
溝状の掘り込みを検出した。埋土はトレンチの左右両壁で異なり、北壁では黒色土の単層（図23 B 1
層）であるのに対し、南壁では黒色土（A19層）や黄褐色土（A20層）などからなり堅く締まる。南


























を掘り込んで置かれる。石垣が受ける土（A 5 ・ 7 層）は円礫や中世土器を含む墳丘墓の流土で、石
垣の間にも円礫が入ることから、中世以後に設けられたことが明らかで、上方の平面形が方形になる
地形改変とあわせ畑の石垣と判断した。石垣の外側には整地と推定される層（D 5 ・ 6 層）が広がる
部分もあり、下方にも畑が設けられた可能性が強い。
　このほか、石垣裏側では規模の大きな掘削があるが、流土を掘削しており中世以降である。











































　墳丘斜面には20〜45㎝の厚さの流土が堆積しており、その下層（図27 A 8 層）ではトレンチの上方
で長さ 6 mにわたって円礫が濃密に散在する。円礫の間には弥生土器、中世土器、長さ20㎝程度の角













































































　A 2 ・ 3 層では墳丘墓に伴う土器の出土が多く、北東のトレンチの墳丘寄りでは土器溜まり状をな
して家形土器の大形破片や特殊器台片などが出土した。ただし、中世の瓦片や須恵器片も出土してお
り、木の根による小片の移動を考慮する必要はあるが流土の最下部まで少量ながら中世の土器が混じ


























部のB 4 層、C10・11層が黄褐色、下部のB 5 層、C12〜14層は暗褐色で褐色土・灰色土・黒色土のブ
ロックを含む。盛土下の旧表土は斜面上部で10〜20㎝の厚さであるが、下方ではさらに厚さを増す。




































































































































































た崖面の 2 箇所には突出部両側面に設けられた円礫敷が露出し、 2 m〜 4 mの長さで円礫が散乱した
状態であった。また、突出部上面の円丘部寄りには板状の石 3 個からなる列石が遺存する。
　第 1 次調査で南東部分の調査を行い、円丘部から続く第 1 列石と第 2 列石、その間の円礫敷を検出












































































かれた状況を確認した。円礫層上面は突出部にむかってわずかに下降する。調査範囲の南西側 2 / 3













突出部の形状　突出部上面は、南東側第 1 列石の円丘部側の端を起点とすれば、 5 mまでを調査した。
これに先端側の未掘部分を加えると、約 6 mが残存することになる。くびれ部の墳端は池の構築によ
る地形の改変のため推定とならざるをえない。円丘部から続く墳端が折れて北東にのびる位置を池中
央の西側、H軸の 4 と 5 の中間付近に想定すれば、突出部の残存長さは 8 m、高さは2.5mとなる。










　墳頂平坦面端（L 8 ）の出土遺物は僅少である。北西側第 1 列石抜取
跡およびその上方にあたる調査区（M・N 7 ）も図示できる遺物はほと
んどなく、北東側の調査区（J〜L 4 〜 6 ）からが主体を占める。そして、













































































































2 段目は不明、 3 段目が櫛描平行沈線である。文様帯破片は少ないが、いずれも複合斜線文を刻む。
183と190は復元径が小さいが、小片からの復元のため、確実に細身になるかは確定しがたい。









































　これらで構成される列石が第 1 、第 2 のいずれかは、斜面施設全体の復元に関わる。 2 つの石材が
原位置から大きくは動いていないとした場合、復元される第 1 列石線よりも下方であるため第 2 列石
となり、一方、 2 m弱移動している、あるいは第 1 列石線がこの位置で外にふくらむとすれば第 1 列
石とみることも可能である。第 2 列石の可能性を考えておく。
　下方の流土（E 4 層）に含まれる多量の円礫は、円礫敷が再堆積したものであろう。










































































　H断面東南端には耕作土とみられる土層があり（図49 H 4 ・ 5 層）、図47でH断面位置から西にむ
かってのびる溝 1 は、この畑の縁の溝の下部である。また、第 2 列石の下方（P23〜Q22）を弧状に
めぐる溝 2 は西に下がる。検出面での幅は15〜30㎝であるが、断面（図48 E 3 〜 6 層、図49 H16〜18
層）に示すように流土の上面から掘り込まれており幅は60㎝〜 1 m以上と大きく、掘り直しがなされ
ている。これも畑の溝とみられる。突出部側面に階段状に設けられる畑が調査域付近からはじまるよ



































が、下方のH断面南東端には畑の耕作土とみられる土層（H 4 ・ 5 層）が部分的に残り、その奥にあ
たる円丘部側が急角度で削り取られていることから、畑の端がこの箇所まで達しており、その畑の墳
丘側法面までが工事によって削られたようである。列石31西側の円礫敷は西に下降するが、B断面に








第 2 列石抜取跡（図47・50、図版12－ 1 ）　円礫敷の下方、工事により削平された箇所で第 2 列石の
掘方と抜取跡を検出した。北西－南東方向に並ぶ土坑群の状態であるため、ここでは、順に土坑 1 、
2 等と呼ぶ。





　土坑 1 は第 2 列石の抜取跡と判断できる。土坑 2 付近に据えられた石材を抜き取った際に形成され、
付近に所在した長頸壺の破片が落ち込んだとみてよい。



















　土坑 4 北西の掘り込み（図50）　D断面で確認した列石掘方である。この部分には土坑 4 の端が及



















　列石は全く遺存していないが、抜取跡や掘方から第 1 ・第 2 列石の間隔は円丘部側で2.7mと推定



































りの平面形とは若干ずれる。集石は石敷のような状況ではなく、盛土中（図52 Q・R 5 層、図53 J・















　排水溝完成後、盛土がなされ（ 2 次盛土）（図48 G 3 層、図52 Q・R 4 層、図53 J・K 7 層、図55 I 4 層）、
1 次盛土及び排水溝が覆われる。G 3 層からわかるように、 2 次盛土は円丘部斜面を形成する盛土で
ある。なお、R 4 層下方は 5 層と区分できていないが、Rトレンチ中ほどで 4 層は終わり、西側の集
石は 5 層に含まれるものと理解している。
　以上のように、集石＝ 1 次盛土は規模が大きな構造物で、墳丘構築の初期に形成される。遺構の機
能なり性格を推定することはむずかしく、 2 つの解釈が可能である。 1 つは、地山掘削時に生じた礫
を集めて低い箇所に埋め込んだとすることである。これによって墳丘外側はより整ったものとなる。
— 82 —








































































































































し、第 6 次で調査を行った。厚さ約 2 mの造成土下になる。工事前の旧表土面は緩やかに北西に下降
しており、集石が設けられる西くびれ部の谷状地形が浅く及んだ位置といえる。















































　検出した遺構は、突出部前端に設けられた列石と堀切状大溝である。調査区は第 5 次調査で 4 ヶ所、
第 6 次調査で 3 ヶ所のトレンチからなるが、第 6 次調査のトレンチのうち 2 つは第 5 次調査トレンチ
の拡張の形をとるため、調査箇所は最終的に 5 ヶ所のトレンチにまとまる（図 1 ）。以下では第 5 次
調査での名称を引き継ぎ、北西から 5 区、 1 区〜 4 区とする。第 4 次調査のトレンチは 2 区の中央に
























　丘陵頂からの深さは4.3m、上幅は推定 7 m である。底面幅は列石が設置されるため概略となる
が、北西の 1 区で4.0m、 2 区で3.1m、南東の 4 区で3.5mと、 2 区で狭くなる。掘削底面の高さはそ
れぞれの中央部分で北西の 5 区 B 断面41.07m、 1 区 C 断面41.32m、 2 区 E 断面41.46m、 3 区 H 断面
41.20m、 4 区J断面41.02mと、 2 区のE断面が最も高く、両側に緩やかに下降する。
— 94 —








　堀切状大溝の底から斜面にかけて、大石 4 個とそれよりも小さい石 3 個（大石a〜g）が所在する（図































































　石垣の崩落は 1 区、 5 区で顕著に見られるのに対し、 2 区では列石に近接した位置に長さ約80㎝の
大形石材が落下しているほかは20㎝前後の石が散在し、 3 層で円礫の堆積の間に40㎝前後の石が点在
する状況である。 3 区から 4 区にかけては30㎝以上の石はさらに少なく、20㎝前後の石が広く散在す







































































1 区付近（C〜E断面）ではこの層には礫を含まないのに対し、 2 〜 4 区（H・J断面）では礫の包
含が見られる。土砂は南北両側から流入し、断面が三角形になる堆積を形成する。溝底の大石bはこ
の層に含まれており、かなり早い段階に斜面から落下したとみられる。K断面丘陵側の 4 - 7 層では
層中に地山風化土の薄層 3 枚が見られ、崩落と安定を繰り返したことを示している。
　続いて堆積した 3 層は粒子の細かい砂質土で黒褐色を呈し、多量の角礫・円礫・土器を含む。層の












堆積の厚さは溝の中央部で60〜70㎝である。 2 層は円礫や弥生土器片を少量含むが、B断面 2 - 5 層に




























































































































斜面立石および第 1 ・第 2 列石の大形石材とみられる。番号は前報告を踏襲したが、地山の石等と判





斜 面立石 3 　北斜面の原位置に遺存する。長さ60以上㎝、幅1.37m、厚さ30㎝。丸みのある平面形で、　
横倒しに近い70°で下方に傾斜する。
列 石 5 　北斜面下方に所在している。第 1 列石を構成する石材で斜面立石 4 と 6 の間付近から抜け落　
ちたと判断した。平面形は方形で、長さ90㎝、幅81㎝、厚さ21㎝。
列石 7 　北西斜面に所在。長さ1.53m、幅70㎝、厚さ29㎝以上と大形である。
列石 8 　列石 7 の下方に位置する。長さ83㎝、幅35㎝、厚さ22㎝以上。












　墳頂平坦面には 5 石が所在する。そのうち 2 石は大正期など後世に立てられたと伝えられる小形の
立石である。
列 石51　長さ1.30m、幅80㎝、厚さ32㎝。楕円形を半裁したような断面形である。 3 次調査前は墳頂　
中央L15付近に所在。
列石52　後世に立てられた小形の立石。やや歪んだ形状の石材である。長さ70㎝、幅49㎝、厚さ26㎝。









天井からなる箱形の小石室を形成したもので、祠の前面には板石 2 枚を置く。これは大正 5 年に弧帯
文石が合祀されていた鯉喰神社から戻された際に構築されたものである。


















これに北斜面調査区の 4 ・ 6 ・21・22・23が加わる。また、南西突出部くびれ部の調査で検出した
29・30・31は元の位置に近接して所在する。第 2 列石はくびれ部では大形石材を用いた可能性が強い
が、円丘部斜面・裾の遊離石材 5 ・ 7 ・ 8 ・ 9 ・14・17・18はくびれ部から離れた位置であり、基本
的に第 1 列石の石材が脱落したものと考えられる。一方、墳頂平坦面にある石は祠の構築や新たに石
を立てるために運び上げられたものであり、それらの本来の位置は円丘部の列石に加えて突出部やく










　斜面立石の配置について検討できる資料は、 3 ・ 4 ・ 6 ・13・15・16である。16はやや小さく、小
形の斜面立石か大形の列石か判断がむずかしいが斜面立石に含める。遺存する斜面立石の間隔は 3 －
4 間7.0m、 4 － 6 間5.4m、13－15間4.5m、15－16間3.3m、また、南斜面D16で検出した抜取跡が斜面
立石を取った跡とすれば、それと13との間は5.5m前後となる。ただし、13－15はその間にあった14
が抜け落ちたとすれば間隔は半分になる。これらから、斜面立石は等間隔ではなく、南東側では 3 m











　調査によって、この部分に中心主体をはじめ、第 2 主体、大柱遺構、建物 1 などが設けられたこと
が判明し、中世の柱穴や土坑の存在も明らかになった。
　墳頂部の調査は第 1 次～第 3 次調査と第 7 次調査の 4 回にわたる。第 1 次調査では円礫敷をはじめ
とする墳頂部の諸構造について調査を行い、その過程で建物 1 を検出した。第 2 次調査では立石 2 と
立石 3 の調査を実施した。第 3 次の中心主体調査の過程で大柱遺構を検出し、また、立石 5 を調査し
た。第 7 次調査では立石 3 の全面的な調査を実施した。
　中央の中心主体の調査区と南の第 2 主体調査区が広く、前者の北には立石 2 の調査区が接続し、北
東に墳頂部の調査区が続く。そして、その北側に立石 3 付近の調査区が位置する。このほかに、第 3
章第 7 節北東突出部で示したが、墳頂北東端の調査区がある。































存状態はよくなく、円礫は立石 2 の北側や南西に離れた位置に残存する。立石 2 の東に中世の土坑が
掘削されたことに加えて立石 2 の立て直しがなされており、表土直下か厚くても約 5 ㎝の表土・流土
に覆われるにすぎない円礫敷が攪乱を受け流出したと考えられる。そうしたことがなければ円礫敷は













































　ｃ　建物 1（図91、図版22－ 3 ）





















　ｄ　立石 2（図92、図版22‒ 1 ）
　墳頂平坦面には立石 6 基が所在する。傾きながらも立っているものが 4 基（立石 1 ・ 2 ・ 3 ・ 5 ）、
完全に横転しているものが 1 基（立石 4 ）、そして、東斜面に転落ているものが 1 基（立石 6 ）である（図
84）。
　立石 2 は中心主体の北に位置する。南西側に垂直に対して59°と大きく傾いた状態であった（図版








含むA 4 層を掘削しており、この掘方は築造当初のものではないと判断できる。1978年の発掘調査の 5 、
6 年前にこの立石を据え直したと伝えられるが、そうした作業などによって形成されたとみられる。
　この掘方に掘削された先行する掘方 2 を、立石基部の北側で検出した。幅40㎝、深さ26㎝の溝状で、

































































立石 6（図98）  石段の北側、円丘部東側で
斜面に添うように所在する。上端が直線をな
し左右が丸みをもった厚い板状の石で、下端


































































　土器構成の特徴を示すため、グリッドに対して斜めの長方形をなす立石 3 の周辺、立石 3 と立石 1






  立石 3 の調査（ 2 次・ 7 次）と、立石 3 西側の円礫敷調査（ 1 次）によるものからなる。278～












































































件のよい立石 1 北側（N11）で算出すれば、小形壺 3 （301～303）、小形器台 3 （318、319、未掲載）、














　それぞれの調査範囲の広狭はあるものの、高杯Aあるいは脚付直口壺は立石 3 周辺で 1 、立石 2 周
辺で 1 、一方、立石 1 北側では 6 と出土数が異なっており、器種構成が一様ではなかった可能性があ
る。また、高杯Aあるいは脚付直口壺の出土が多い立石 1 北側では装飾高杯の出土も多く、この 2 つ
の器種はセットで用いられた可能性が考えられる。

























　円礫面を構成する礫の基本的な大きさは長さ 5 ～10㎝で 8 ㎝程度のものが多いが、内側ではそれよ
りも大きいものが散見され、中央の特殊器台溜まり付近では長さ12㎝程度のものが多く、15㎝や20㎝
の長さの円礫や角礫も見られた。円轢壇の上面には大きめの円礫が用いられたようである。また、円



























































































































































後述の木柱 4 はこの箇所の下にあり、その上端がここまで達していてそれの上に木柱 2 が設けられた、
つまり礎石の上下に木柱が所在したと考える。





























幅9.9㎝と大きな口縁拡張部、5 段の間帯と 4 段の文様帯を配した筒部、踏ん張る形状の脚部からなる。
口縁部径46.4㎝、脚下端径46.2㎝で、口縁拡張部下端が径50.3㎝と最も大きい。筒部は中ほどでエン
タシス状をなして膨らみ、第 2 文様帯中ほどで径32.0㎝である。筒部に設けられる間帯の幅は最上段
（第 5 間帯）が6.0㎝である他は、8.7㎝前後と共通する。それに対して文様帯幅は最下の第 1 文様帯が




　文様帯は、第 1 ・第 4 文様帯が斜線文、第 2 ・第 3 文様帯は複合斜線文である。いずれの文様も隣
接する区画の文様と左右対称になるように配置される。複合斜線文は余白を設けず斜線を充填してお
り、複合鋸歯文に似た文様になる。施文は鋭利な工具でなされる。文様帯の 4 方に長方形透かし孔を







　間帯は上下両端と中央に突帯を設けるが、土器の中央になる第 3 間帯では突帯をもう 1 条加えて 4
条の突帯とする。突帯間には櫛状の工具を用いた平行沈線を充填しており、ナデが加えられて凹線気
































　間帯は他のA類と同様 3 本の突帯を配するが、第 1 間帯中央の突帯は他と異なって上面にナデを加
えた幅広の突帯である。突帯の間は335などと同じく櫛状工具による平行沈線であるが、施文がおよ
ばず狭い隙間となる箇所が部分的に生じている。第 5 間帯以外は間帯上側の突帯の上辺に沈線を入れ




































































































































































































































られる。なお、14と19は側面の一方が刃となるようである。最も幅広の 1 が幅14㎜、細いものは 5 が





であまり変わらないものと、 7 ～11のように幅を減じて狭い先端となるものとがあり、前者は 3 のよ
うに先端がやや丸みをもつものと、 4 のように直線をなすものがある。刃幅は 1 が一部欠損している
ため 9 ㎜前後、15： 7 ㎜、 4 ：6.5㎜、 2 ： 6 ㎜、 3 ・ 5 が 4 ㎜、 7 ： 3 ㎜、 8 ：2.5㎜である。木製
















































































































頭側小口面　 2 つの渦心円とそれをめぐる帯が遺存する。帯は幅 3 ～ 4 ㎝と狭く、 6 ～ 7 条の沈線を






























































































































































































































































































幅 2 ～ 3 ㎝で、長いもので1.8mにわたって木槨縦断方向にのびる線とそれに交差する細い線からなる。
右側板側の斜面では長さ 2 ～ 5 ㎝の格子状になる箇所もある。蓋板痕跡の微妙な凹凸が面的な検出で
現れたとみられるが、人為的な形状を示すものではなく蓋板、底板等の腐朽や粘土の亀裂などによっ
て生じた可能性が強い。












































に直接礎板が置かれる。なお、図131－ 1 、図133 C断面に見られるように、左礎板の頭側では礎板
溝と肩を共有する溝が外側に設けられている。必ずしも適切な名称ではないが左外溝と呼ぶ。西から
の湧水を除ける溝と考えており、これについては排水溝でふれる。
礎板（図131－ 1 ・図133）　側板・小口板の基礎となる礎板は、厚さ 2 ～ 5 ㎝の平板な灰色粘土とな








㎝前後と考えておく。一方、左礎板はA 1 断面とB 2 断面で同様に算定すると 6 ㎝となり、礎板の厚
さに差があった可能性がある。



































































模な褶曲を生じた可能性もあるが、明瞭な痕跡を残さなかった細い桟が 3 ないし 4 本所在した可能性
が考えられる。
下底板　木槨の底を形成する各材は扁平に圧縮された痕跡となっており、木棺底から下底板までが 2
㎝前後の厚さに圧縮され（図134、図版31－ 4 ・ 5 ）、上底板は台石にそって盛り上がり、下底板は台
石下に広がっていた。




台石（図131－ 2 ）　下底板と上底板に挟まれるように石材が検出され、 2 つの底板の間に配された台
石と判断した。台石は 2 列 6 個が置かれる。配置は横断方向90㎝前後、縦断方向1.4mの等間隔で、
側板に近い側に配されていた。これらのうち右側の 3 点（ 4 ～ 6 ）は一部の検出にとどめた。台石 1
は花崗岩類で割石かと思われる。 2 ・ 3 ・ 5 は花崗岩類角礫、 4 ・ 6 が大形の円礫である。長さは56
















きる。足側では下底板とごく近接した位置にあるが、頭側ではそれとの間に厚さ 2 ～ 5 ㎝の白色砂質
土等が入っている。朱は木棺下にも見られ、棺の設置前に塗布がなされている。
　縦（A 1 ）断面の頭側小口板と木棺小口との間では、これが途切れる箇所がある。朱混じり粘土層












　木柱 4 は木柱 2 と上下の関係にあり、両者の平面上の位置を図132－ 2 に示した。木柱 2 の調査の際、
礎石下で直径18㎝の円形をなす黒色土を検出した（図132－ 3 ）。薄い皿状で深さがなく柱との確証は
得なかったが、木柱 4 上端が腐朽し周囲の土が落ち込むなどして形成された可能性が考えられ、木柱















































































































㎝の範囲内の 3 箇所に点在しており、それを囲うような形で玉B群が出土した。翡翠製勾玉 1 、瑪瑙
製棗玉 1 、碧玉製管玉27からなり、着装の状態であった。それらの右隣には木棺右側板に接する位置
№ 種別 長さ(㎜) 直径(㎜) 孔径(㎜) 重量(g) 穿孔 色
1 碧玉管玉 21.6   9.3 3.0 3.31 両面 濃暗緑色
2 〃 27.2   9.1 3.2 4.02  〃  〃
3 〃 38.6 12.8 4.4 11.32  〃  〃
4 〃 32.8 12.5 4.6 9.21  〃  〃
5 〃 27.6 12.0 3.7 7.31     〃 ？  〃
6 〃 21.1 12.6 4.1 6.13  〃  〃
7 〃 24.4   9.1 3.6 3.42  〃  〃
8 〃 25.0   9.9 3.2 4.38     〃 ？  〃
9 〃 25.6 12.4 4.5 6.84  〃  〃
10 〃 22.7   9.4 4.0 3.37 〃  〃
11 〃 26.3   9.9 3.3 4.68 〃  〃
12 〃 21.1 12.3 3.8 5.74  〃  〃
13 〃 31.3 10.5 4.1 5.83  〃  〃
14 〃 30.1 10.9 3.3 6.05  〃  〃
15 〃 28.2 10.9 3.8 5.97  〃  〃
16 〃 31.7 10.4 3.3 6.07  〃  〃
17 〃 20.6 10.7 3.3 4.26  〃  〃






















玉A群（図138・表 1 ）、図版35－ 1 ）　大形の碧玉製管玉18点からなる。濃い暗緑色を呈し、色調は
よくそろっている。これらのうち管玉14は一方の端が割れており、破片は近接して所在した。木槨蓋
板が沈下した際に生じた破損とみられる。
　長さ20.6～38.6㎜、太さ9.1～12.5㎜で、長さ 2 ～ 3 ㎝、太さは10㎜強のものが多いが、 3 は長く太い。
これらから復元できる首飾りの長さは48㎝以上、重さ103gである7）。
　 5 ・ 8 の 2 点がやや明確でないが、両面穿孔が基本で、孔の食い違いはきわめて小さい。孔径は
3.0～4.4㎜で、3.1㎜前後と4.0㎜前後の 2 群に区分できるが、穿孔具の太さを反映していると思われる。
なお、 9 は穿孔をやり直している。基本的にすべての資料で端面に回転痕が認められる。 2 ・ 4 ・14
№ 種別 長さ(㎜) 直径(㎜) 孔径(㎜) 重さ(g) 穿孔 色 端部の剥離等 取上げ番号
19 碧玉管玉 34.1 11.4 4.6   7.50 両面 緑青色 ○ 1
20 　  〃　　 30.4 13.1 5.0   8.35 〃 〃 2
21 　  〃　　 31.1 13.3 5.2   8.92 〃 〃 ○ 3
22 　  〃　　 31.8 13.9 5.3 10.11 〃 緑青色 6
23 　  〃　　 20.7 13.0 4.0   5.64 〃 〃 7
24 　  〃　　 12.8 11.8 4.6   2.54 〃 〃 欠損 8
25 　  〃　　 25.0 11.8 4.5   5.65 〃 青緑色 ○ 9
26 　  〃　　 31.8 11.0 4.7   7.16  〃 〃 ○ 10
27 　  〃　　 31.2 11.1 4.7   6.20 〃 緑青色 ○ 11
28 　  〃　　 31.0 11.3 5.8   6.07 〃 〃 ○ 12
29 　  〃　　 30.2 10.3 4.5   5.11 〃 青緑色 ○ 13
30 　  〃　　 19.9   9.5 4.3   2.81 〃 〃 ○ 14
31 　  〃　　 18.4   8.5 4.7   1.98 〃 緑青色 ○ 15
32 　  〃　　 18.1   9.9 5.0   2.71 〃 〃 ○ 16
33 　  〃　　 26.3   9.2 4.4   3.47 〃 〃 ○ 17
34 　  〃　　 21.4   9.3 5.3   2.65 〃 〃 18
35 　  〃　　 24.9 10.6 4.4   4.66 〃 青緑色 ○ 19
36 　  〃　　 43.9 11.5 4.1   9.50 〃 〃 20
37 　  〃　　 22.9 11.6 3.8   5.07 〃 緑青色 ○ 21
38 　  〃　　 24.0 11.4 4.0   5.05 〃 〃 ○ 22
39 　  〃　　 30.0 11.5 4.6   6.61 〃 〃 ○ 23
40 　  〃　　 26.9 11.7 4.1   5.95 〃 〃 24
41 　  〃　　 37.0 11.7 3.1   9.08 〃 〃 25
42 　  〃　　 25.0 13.2 4.7   6.82 〃 〃 ○ 26
43 　  〃　　 46.9 12.9 4.4 13.38 〃 青緑色 27
44 　  〃　　 24.0 11.2 4.5   4.89 〃 〃 ○ 28
45 　  〃　　 23.7 10.8 4.4   4.58 〃 緑青色 29
46 ヒスイ勾玉 41.6 7.0 20.62 片面 緑色 4
47 瑪瑙棗玉 22.6 15.0 3.1   8.49 両面 褐色 ○ 5
































ガラス小玉は大小がある。ガラス小玉のうち大形は直径 6 ～ 7 ㎜、高さ 4 ㎜





長さ 4 ㎜前後、直径 2 ㎜、孔径0.8～1.1㎜である。448点を数えた。
　これらは一括で取り上げたが、保存処理に手違いがあり、ガラス管玉等に
ついては十分に資料を提示できていない。今後の課題とする。








切先は丸みをもつ。錆による膨らみがあり現状で身の厚さは 7 ～ 8 ㎜、紡錘形の断面をなす。幅16㎜、




















底面には水の影響によって鉄分が沈着し（J 5 層）、その上には粗砂が薄く堆積する（J 4 層）。その上
方20㎝（J 3 層）は層理構造が見られる細粒の砂質土で、水成堆積層である。断面上部の石材上端近


































































8 　第 2 主体
　墳頂平坦面の南東部、平坦面の端に近い位置で検出した。中心主体の南南























































　枕石北側の小口部分にはほぼ高さをそろえて 3 石が並べて置かれており、中央の礫の下にはもう 1
石が置かれて 2 段になる。上段 3 石のうち東側は大形の円礫、他は角礫である。平面図に表示できて
いないが、上段の中央と東の礫は墓壙小口壁面にむかってさらに長い。これらの礫の上方、礫の上 8















































ており、第 2 主体付近から転落した可能性が強い。113も保存状態がよく、同じく第 2 主体埋土から
流出した可能性が考えられる。15個体にそれらを加えた17個体程度が脚付直口壺・高杯の出土数とな
るが、上半部の組み合わせで実数はもう少し多くなる可能性がある。脚付直口壺が主体を占め、高杯








　第 2 主体からはサヌカイト塊 1 ・ 2 ・ 4 ・ 5 が出土した。 2 は 2 点を接合した状態で実測しており、





















いる。 5 も 2 と同様で、厚さ5.5㎝である。破片の状態はよく似ており、同一の板石から分離したと
みられるが、接合はしない。














している。 9 を除く 8 点のうち、 6 は小剥片で、木槨置土に混入したと考えられ、異なる時期の遺物
か、Ⅲで形成された剥片で墳丘墓にかかわる遺物であるのかは不明といわざるをえない。第 2 主体か




れる板石の大きさからみて破砕によって生じた石塊や剥片はかなり多かったと考えられる。 2 ・ 4 ・








































































































































































































































































































































































































































































































はなかったのではないかと思われる。第 2 列石は 3 m間隔でやや大きめの石を縦置きに配し、その間






面に限って第 1 列石、円礫敷、第 2 列石に加えて突出部前端列石が設けられ、 3 重の列石となる。前













































































162－ 1 ・164－ 2 ）では平たい石を墳丘肩部に立てて設置する（墳丘の流出により基本的に横転）。
中葉～後葉前半の23号墓・24号墓では石の大きさに大小はあるが、長方形気味の石を縦に設置してい





































　木槨とされる資料のうち、広島県佐田谷 1 号墓SK 2 と鳥取県布勢鶴指奥 1 号墓第 1 主体では、墓
壙埋土に縦方向の境目が 2 本ずつ見られ、内側が木棺、外側が木槨とされる。通常の木槨であれば木
棺は木槨空間に自立しているため、木棺の腐朽が進まないうちに木槨と木棺の蓋板が損壊して土が















第 3 主体、雲山鳥打 1 号墳丘墓第 1 主体・第 2 主体・第 3 主体、西谷 3 号墓第 1 主体・第 4 主体があ




　立坂型特殊器台の変遷については黒宮大塚→楯築→立坂・雲山鳥打 1 号→西谷 3 号と考えており、













　Ｂ 1 　木槨：立坂墳丘墓第 2 主体・第 3 主体、雲山鳥打 1 号墳丘墓第 3 主体








　B 1 の立坂墳丘墓第 3 主体と雲山鳥打 1 号墳丘墓第 3 主体の木槨内法長さはともに2.7m、続く時期
の都月坂 2 号墳丘墓中心主体と金敷寺墳丘墓中心主体、これらは竪穴式石槨であるが、2.6mである。
B 2 の黒宮大塚墳丘墓竪穴式石槨が2.2m、遺跡全体の構造が不明ながら鋳物師谷 2 号墓F主体が同規
模である。幅の数値は雲山鳥打 1 号墳丘墓第 3 主体が1.4mと広いが他は90㎝前後でばらつきは少な
い。幅は蓋材架構のこともあって幅は変化が少ないとみられるのに対し、長さは2.7mと2.2m前後に
分かれている。埋葬の格付を埋葬施設の長さで表示することが後期後葉にはじまった可能性が強い。


























後期末葉の都月坂 2 号墳丘墓は石蓋であり、末葉には石蓋が一般化する。ただし、鋳物師谷 2 号墓の
竪穴式石槨F主体が出土の特殊器台と同時期とすれば石蓋は後期後葉にさかのぼる。































































福岡県門田遺跡辻畑地区では 2 号長方形土壙（大柱遺構）から近くの埋葬までは 3 mであるものの、
























くとも西側の大柱 2 も 1 号墓に伴うと判断した。そして、重要であるのは柱の影であり、大柱だけで








































































2 基の木棺が配される。この 2 基は墓壙の隅にそれぞれ 2 基の柱穴が設けられており、そのうち第 1
主体部の柱穴は形状から柱の立て替えがなされたと判断されている。計 4 基の柱穴のうち 3 基は埋土
に礫をまじえる。第 1 主体の柱穴は直径50㎝前後、深さ45～58㎝で、底面の大きさから柱の直径は20
㎝弱かと思われる。第 2 主体の柱穴はこれよりも直径が小さく浅い。
　 　 2 ）西日本各地
赤坂今井墳丘墓（図169－ 5 ）　京都府の北部、丹後半島最大の弥生墳墓として知られ、方形の墳丘は
東西36m、南北39mの規模をもつ。後期末葉でも早い段階の築造である。墳頂平坦面には長さ14mの
墓壙をもつ第 1 主体部が設けられるほか 5 基の埋葬がなされる。第 1 主体部は墳頂平坦面のやや西に
偏って設けられる。墳丘のほぼ中央にあたる第 1 主体部墓壙東端には直径 2 m、深さ1.5m10）の柱穴
が掘削され、太さ20㎝の柱が立てられたことが明らかになっている。また、西側には、 1 基は後の墓







左坂墳墓群 1号墳下層墓（図168－ 4 ）　丹後半島に所在する墳墓群である。墳墓群は尾根状に長期に
わたって形成され、標記の墳墓は後期前半に築かれる。14基の埋葬が密集して設けられており、その








































て結論だけを述べれば、これと西谷 3 号墓の関連はないとすべきである。西谷 3 号墓の場合は、配置






　楯築墳丘墓では、大柱遺構構の他に木柱 2 ・ 3 、立石 1 ～ 6 、建物 1 と多彩な構造物が設けられる。
— 253 —
これらが構築される段階であるが、大柱遺構は墓壙が肩まで埋め戻された後、立石 5 は排水溝が埋め
戻された後、立石 3 は墳丘が上面よりも20～30㎝下まで構築された段階、木柱 2 ・ 3 は木槨の蓋が設
置された後である。
墳頂施設の設置段階　中心主体の墓壙南東端は盛土で形成されており、墓壙掘削完了時点で墓壙肩よ




1 ～ 4 は墓壙を覆う墳頂盛土上層で完全な固定がなされる。
　木柱 2 ・ 3 の設置はこれらより後となる。立石 5 については、墳頂盛土上層が流出した状態で立っ
ていたわけであり、大柱と同じ段階の可能性もある一方、埋土に円礫を含むことから木柱 2 ・ 3 と同
じく次の階等の可能性もあり確定がむずかしい。











配されたと考える。なお、図170の立石 6 ・立石 4 の位置は推定である。
　立石の配置が何を意味するのかは調査時から多くの調査参加者が考えてきたが、解釈はむずかしい
といわざるをえない。形態のうえでは、板状で楯の名がふさわしい立石 2 ・ 3 ・ 6 と、幅が狭い 1 ・
5 に区分できる。立石 4 はそれらとはやや異なるが、次節で述べるように形状の多少の不備を許容し




頂平坦面の端近くに置かれるもので、立石 3 、それに立石 6 が加わる。立石 3 は東西方向に軸線をと
り、北の辺をなす。立石 6 は復元であるが東辺になると推定する。とすれば形状が同じで南北方向の
立石 2 が西辺をなし、これら 3 石で方形の配置を形成するとの理解が成り立つ。立石 4 については南
辺と考えることができるが、東辺よりも内側になる。いずれにせよ立石 4 は設置方向が不明であるた
め解釈がむずかしい。以上のように考えた場合、立石 2 の位置が問題で、板状の立石は中心主体では





のであろう。木柱 2 は木柱 4 で位置を厳密に決めており、木柱 4 とともに被葬者の平面位置を示す機
能をもったと判断した。しかし、そのために直径30㎝以上の材が必要とは考えにくく、位置表示のみ
を目的とするものではなかったと考える。祭祀の柱と位置表示の 2 つの機能を担ったと推定する。
　以上の解釈以外に、立石 1 と立石 2 は中心主体から放射状に配置されたと理解することもでき、立
































に墳丘斜面に設けられた第 1 列石・第 2 列石、その間に敷き詰められた円礫、同じく墳頂平坦面に敷
き詰められた円礫がある。
立石　墳頂に所在する立石 1 ～ 5 、斜面に転落した状態の立石 6 がある。立石の規模、形状はさまざ
まであるが、板状の立石 2 ・ 3 ・ 6 と細長い角柱状の立石 1 ・ 5 、幅が広く厚みもある立石 4 に区分
できる。立石 1 や 3 は地表からの高さが 3 mをこえるきわめて大きな石である。幅は立石 3 が2.9m
と最も広く、次いで立石 6 が2.5mである。
　いずれの立石も立面形は不整形で、とりわけ断面形の変化が大きいため体積の計算がむずかしく概
算となるが、表 3 に示すように立石 3 が6.4t、他も細長く棒状にちかい立石 5 をのぞいて 4 ～ 6 tの重
量がある11）。
















高さ(m) 長さ(m) 推定長さ 幅(m) 厚さ(m) 重量(kg)
立石１ 3.3 4.3 1.24 0.6 6,139
立石２ 2.08 2.66 2.09 0.4 3,824
立石３ 3.2 4.08 2.9 0.45 6,360
立石４ 2.5 1.76 0.65 5,247
立石５ 2.12 2.58 0.75 0.36 1,387
立石６ 3.4 2.5 0.45 5,152
斜面立石４ 1.63 0.93 0.25 803
斜面立石６ 1.0 1.5 0.85 0.25 594
斜面立石16 0.55 0.8 0.4 0.37 308
列石21 0.4 0.62 1.0 0.05 82









　立石 1 ・ 2 ・ 4 ・ 5 ・ 6 、斜面立石 4 などは、有色鉱物が多く見られる石で、花崗閃緑岩である。
立石のうちこれに属さないのは立石 3 のみで、列石を含めた観察可能な石材点数に占める花崗閃緑岩




































































































































































　筒部は間帯 5 段、文様帯 4 段の構成で、文様帯は分割型である。これは他のグループも同様とみら





























































　ヘラケズリで器壁を削り込んでいる。上記各群の器厚がA： 8 ～10㎜、B： 8 ～11㎜、C： 8 ～10








　それぞれの個体数を計上すれば、A：14、B： 6 、C： 7 、D： 2 で、計29である。A類が約半数を






























































































































































































































































































































































































































































































































特殊壺 1 2 3 1 1 (1) 3 4 7 1 23 7
特殊器台 3 2 1 4 2 4 (3) 2 (1) 2 5 (2) 3 6 34 9
小形特殊器台 1 1 3 14 2 21 2
長頸壺 2 6 (5) 1 4 (1) 2 9 5 29
壺 4 1 1 6 9
器台 3 2 1 (1) 2 1 9 3
家形土器 2 2 1 1 2 (2) 2 10
鉢 1 1 2 2
甕 1 3 4 12
直口壺 1 1 6
小形壺 2 3 4 9
小形器台 2 3 5 3 13 9
装飾高杯 11 1 1 2 1 3 1 20 4
中・大形高杯 4 1 1 6
高杯Ｂ 4 3 3 2 1 1 14
高杯Ａ・脚付直口壺 93 17 2 6 1 2 5 1 127 20















































































　 1  上面、側面、小口に弧帯文を浮彫で刻む。
　 2  下面は帯の輪郭を彫り出すが、以後の工程を止め未完成とする。
　 3  帯の横断面形は凹面が基本である。
　 4  aとbの 2 種の切削方法を用いる。
　 5  原石を反映した形状である。石材は同一とみられる。
　出土弧帯文石の特徴
　 6  焼き割られる。
　 7  小さい。復元重さ49㎏。
　 8  帯は細い沈線で表現され、中心線や側線はない。

















のは石材と木材の場合であり、 2 つの弧帯文石のほかに 1  倉敷市鯉喰神社墳丘墓弧帯文石、 2  奈
良県纒向遺跡東田地区弧帯石、 3  岡山市津島遺跡装飾板、 4  纒向石塚墳丘墓弧文円板がある（図





















































目と入れ墨が表現され、はっきりした眉を特徴とする後期前半の 1 ～ 3 とは異なる容貌である。こう
した特徴をもった顔の表現は、資料は少ないものの吉備南部、讃岐、東海以東に分布する。論が多岐
にわたるのを避けて吉備と讃岐に限るが、 5  岡山市鹿田遺跡、 6  倉敷市上東遺跡、 8  総社市一倉遺
跡、 9  同津寺（加茂小）遺跡、10 香川県善通寺市仙遊遺跡資料があり、楯築特有のものではないこ
とがわかる。 7  岡山市伊福定国前遺跡と11 総社市宮山遺跡は描画できる面積がごく小さいため十分
— 285 —


















































































































































































































































































亀山行雄1997「遺跡をとりまく環境」『津寺遺跡 4 』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告116  岡山県教育委員会
岸本一宏2009「周溝墓を中心とした播磨地域の様相」『弥生墓からみた播磨』　第 9 回播磨考古学研究集会実行　
委員会、 1 -78頁















































































































2 』　同98、1996『同 3 』同104、1997『同 4 』同116、1998b『同 5 』同127
　岡山市教育委員会文化財課編2009『津寺（加茂小・体育館）遺跡』
































































































　佐賀県教育委員会1997編『吉野ヶ里遺跡　平成 2 年度～ 7 年度の発掘調査の概要』佐賀県文化財調査報告書
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1 　第 1 列石と円礫敷（東から）
2 　第 1 列石と円礫敷（北から）
図版 4 　北斜面
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1 　斜面立石 4 （西から）
2 　土器・円礫出土状態 












3 　第 1 列石根石（西から）


































1 　第 2 列石抜取跡 
　　 1 ～ 4 （西から）
図版12　西くびれ部
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1 　南西突出部（上が円丘部側）　 6 次







3 　列石　 1 区 
　　（南西から）





















　　堆積　 1 区 
　　（南から）
2 　崩落石材・円礫の 
　　堆積　 1 区 
　　（東上から）
1 　崩落石材・円礫の 




1 　土器の出土状況　 1 区（西から）
2 　特殊壺251出土状況（東上から）
3 　土器・円礫出土 































2 　木柱 2 （南東から）
1 　円礫堆南東部と木柱 2  
　　（北東から）





1 　木柱 3 断面（北から） 3 　円礫堆断面（西から）
4 　弧帯文石検出状況（西から） 5 　調査風景
























2 　木槨B 2 断面（東から） 3 　木槨桟・台石 1 （北西から）
図版30　中心主体
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1 　木槨B 2 断面下部・木柱 4 （南東から） 2 　木槨B 1 断面（北西から）
3 　木槨A 1 断面～縦断面（棺と頭側小口の間）（南西から）
4 　木槨縦断面（木棺頭部付近　図134）（南西から）












1 　第 2 主体（西から）
3 　立石 3 掘方断面（西から）
2 　立石 3 掘方と旧表土（南から）


















1 　特殊壺257 2 　特殊壺253
3 　特殊壺255 4 　小形特殊器台256
図版38　土器
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1 　上面 2 　下面
3 　前面
4 　背面
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